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はじめに

　静岡県では，現在，本県造成の大ヨークシャー

種系統豚「フジヨーク」と，デュロック種系統豚

「フジロック」を利用した，「静岡型銘柄豚ふじ

のくに」が，養豚農家で年間約 万頭生産されて

います。これら系統豚を利用した「静岡型銘柄豚」

生産が定着する中，「フジヨーク」の近交係数上

昇に備え，平成 年から，後継大ヨークシャー

種の造成を開始し，このたび「フジヨーク 」が

完成しましたので紹介します。

　

造成の目標

　「フジヨーク 」は，「フジヨーク」に替わって「静

岡型銘柄豚」を生産する種豚として利用するため

造成されました。「フジヨーク」は繁殖性の改良

に重点を置いてきましたが，「フジヨーク 」は，

肢蹄を改良し，強健性をつけ，飼いやすさを改良

することを目標にしました。また， 分析技

術を利用し，トレーサビリティーを実現させるこ

とを目標としました。

造成方法

　基礎豚とする豚は，富山県，徳島県，岐阜県か

ら妊娠豚各 頭，合計 頭を導入し，帝王切開

により 化しました。 エリアに導入した

群から発育，生殖器，乳器，肢蹄が良好な個体を

選抜しました。その結果，富山県由来の雄 頭，

雌 頭，徳島県由来の雄 頭，雌 頭，岐阜県由

来の雄 頭，雌 頭が選抜され，「フジヨーク」

の雄 頭，雌 頭とあわせ基礎豚としました。

　第一世代，第二世代では，産肉形質である一日

平均増体重（ ），背脂肪の厚さ（ ），ロース

断面積（ ）について 法を用いて選抜し

ました。第三世代から，より正確な選抜ができる

よう，改良している豚の群の成績を用いて，総合

育種価算出式を改定しました。また，この総合育

種価算出式に，前肢管囲，後肢管囲も入れて，産

肉形質の改良と，管囲の太さの改良を総合的に実

施できるようにしました。

　肢蹄の改良については，管囲を総合育種価算出

式で選抜し，つなぎの形状および蹄の形状につい

て独立淘汰選抜法を用いました。つなぎの形状評

価は （ ）で

報告されている肢蹄形状の 段階評価法を用い，

つなぎスコアで ， であるものは除外しました。

蹄の形状評価は岐阜県，愛知県方式の評価法を参
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考に 段階で評価しました。また蹄スコア を除

外しました。

　

改良形質の成績推移

　改良形質の世代ごとの推移を表 に示しまし

た。

　一日平均増体重は，第三世代までやや低下する

方向でしたが，総合育種価算出式を改定し，第四

世代で改良されましたが最終世代で再び低下する

結果となりました。最終的に雄で目標の

は維持しましたが，雌で と目標に到達しま

せんでした。

　背脂肪厚は雄，雌ともに第四世代で目標値に

近づきましたが，最終世代で雄で ，雌で

とやや厚くなりました。ロース断面積は

雄で ，雌で ともに目標値に到達

しました。管囲は，前，後ともに，雄，雌の平均

値で目標に到達しました。総合育種価の推移は，

改良形質の遺伝的な能力も含めた評価となりま

す。その値は，第三世代以降右上がりに伸び，遺

伝的改良が実現していることが示されました（表

）。

　肢蹄の改良は，管囲とともに，つなぎ，蹄の優

れた個体を選抜しました。最終世代では，雄の精

液採取時や，雌の分娩前後の肢蹄が原因となる事

故は，まったく見られませんでした。

トレーサビリティーの確立

　今回の「フジヨーク 」の造成の目標に，トレー

サビリティーの確立がありました。造成開始当時

は，食品の偽装表示に対する消費者の不信感が高

まり，品種や産地を科学的に証明する手法の開発

が急がれていました。そこで， 分析技術を

利用し「静岡型銘柄豚」の生産に「フジヨーク 」

が使われていることを証明する方法を開発しまし

た。

　「静岡型銘柄豚」は，「フジヨーク 」の雌にラ

ンドレース種の雄を交配して を生産します。

この に「フジロック」の雄を交配することで，

いわゆる三元交雑豚が，肉豚として生産されま

す。 分析により「静岡型銘柄豚」を証明す

るには雌系に「フジヨーク 」，雄系に「フジロッ

ク」が使われていることを明らかにしなければな

表 1．改良形質の世代ごとの推移

世代
（ ） （ ） （ ） 管囲（前 ） 管囲（後 ）

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀

表 2．総合育種価の世代ごとの推移

世代
総合育種価

♂ ♀

－ ±
±
±
±
±

±
±
±
±
±
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りませんが，純粋種の品種判定のように核

のある領域をマーカーにした場合，雄系の「フジ

ロック」のマーカーは確実に受け継がれますが，

の母系に使われた「フジヨーク 」のマーカー

は，必ずしも三元交雑種の静岡型銘柄豚に受け継

がれるとは限らないので，核 のマーカーを

母系の識別に用いることはできません。そこで，

今回ミトコンドリア （以下 ）に着目

しました。ミトコンドリアには核の とは別

に独自の が存在し，その遺伝様式は母親

の のみが子供に伝わり，父親の

は次世代には伝わらないという母系遺伝の様式

をとることが特徴です。したがって，系統内の

をその他の系統と識別できるような特徴

的なタイプに統一すれば，三元交雑豚についても

「フジヨーク 」を利用したことを によっ

て証明することができます。統一する の

タイプは，井手ら（ ）の検出した，塩基番号

番の位置で → の変異があるタイプです。

このタイプは，アジア系のもので，家畜豚の集団

の中では極めて特異的な塩基置換であると考えら

れています。この特徴的な のタイプの統

一は，各世代の選抜時に，総合育種価が高く，こ

のタイプを持つ豚を選抜し，最終世代で全ての雌

に持たせることによって実現しました。

　三元交雑豚の母系が判別できれば，「フジヨー

ク 」を母系に用いた「静岡型銘柄豚」を証明す

ることができ，トレーサビリティーシステムの中

で，産地や品種の履歴を流通段階で科学的に追跡

することが可能となります。 分析の方法は

法という方法ですが， 日あれば結果

が出る簡便かつ確実な検査法であり，「静岡型銘

柄豚」の豚肉のトレーサビリティーが確立されま

した（図 ）。

図 1．静岡型銘柄豚のトレーサビリティー
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おわりに

　今回，造成した「フジヨーク 」（写真 ）の特

徴は，産肉能力では，発育が早く，ロース断面積

が太く，背脂肪がやや厚い種豚となりました。体

型的には，体長がやや短いですが，深みがありま

す。肢蹄は，管囲が太くなり，つなぎもやわらか

く，強く，蹄もそろった形となりました。また，

分析の利用により，特徴的な を種

豚に持たせることができました。これにより，販

売された豚肉の生産に，「フジヨーク 」が利用

されているかを検証することが可能となりまし

た。

　「フジヨーク 」は，平成 年 月 日付けで，

社団法人日本養豚協会から認定を受けました。こ

れは，全国で 番目の大ヨークシャー種の認定

となります。

　今後の利用方法は，「静岡型銘柄豚」生産の種

豚として，デュロック種系統豚「フジロック」と

ともに，生産農家に供給します。さらに，「静岡

型銘柄豚」生産農家だけでなく，育種改良の素材

として，広く生産者に利用していただけるよう計

画しています。
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